
 

                   
 
 

中中水水槽槽のの中中長長期期ビビジジョョンンとと将将来来像像 
 
 

辻本 勝＊ 

 
 

Mid/long-term visions and future of the 150-m towing tank 
 
 

by 
 
 

TSUJIMOTO Masaru 
 
 

Abstract 
 

In 2022, the Mitaka No. 3 Ship Model Experiment Tank (150-m towing tank) celebrated its 50th anniversary, and a 
commemorative seminar was held on April 28, 2022, where the role of the towing tank thus far and the future visions of the 
Fluids Engineering & Hull Design Department were explained. This special issue first presents the medium/long-term visions 
and future of the towing tank, followed by an overview of the towing tank, the uncertainty analysis in the tank tests, an automatic 
measurement system, and an online witness system. This paper clarifies the research visions of the Fluids Engineering & Hull 
Design Department relating to the 150-m towing tank, which are to develop 1) measurement, analysis, and evaluation 
technology for full-scale ship performance in actual seas, 2) technology capable of accurately estimating ship performance in 
actual seas through tank tests and theoretical analysis, and 3) technology applied for evaluating full-scale ship performance in 
actual seas. Toward these goals, the following core technologies will be focused on: A) data assimilation of flow field 
measurement and numerical calculation, B) strengthening the research infrastructure (facility equipment, data linkage, etc.), C) 
establishing high-efficiency, high-precision measurement technology through automation and unmanned operation, and D) 
application to ship design and diagnosis technology for ship operation. 
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 この議論と平行し，流体設計系・流体性能評価系の流体 2 系でも将来を担う中堅職員を中心に議論し，2018 年

に流体設計系の中長期ビジョンを策定し保持するコア技術を明確化した． 
流体 2 系研究ビジョン： 

①新しい実船計測の実運用と設計応用（高精度実船計測） 
②海上水槽（高精度の実船計測フィールド） 
③海難事故ゼロを目指した高い安全性能の追求 
④実用的な実海域での船体運動の時間領域シミュレーション技術の開発 

流体 2 系コア技術： 
①高精度な実海域実船性能計測・解析評価技術 
②計測データによる運航診断・設計への応用技術 
③海難事故解析・安全性評価技術 
④水槽実験・理論解析による実海域性能推定技術 
⑤マルチスケール・マルチフィジクスに基づくリアルタイム・大規模計算手法開発と解析・評価技術 

としている． 
 2021 年にレビューを行い，世界一／世界初を目指した研究開発を実施するために流体設計系の研究ビジョンを

一層明確にして 
１）実海域・実船性能の計測・解析・評価技術の確立 
２）水槽試験・理論解析による実海域性能を高度推定できる技術の確立 
３）実海域・実船性能評価技術の応用技術の開発 

とし，１）２）の実施のためにコア技術として 
A）流場計測技術と計算技術との融合（これによる新技術開発） 
B）研究基盤（施設装置，データ等）の強化 
C）自動化・無人化による高効率・高精度計測技術の確立 

に取組むこと，また，３）の実施のためにコア技術として 
D）設計応用・運航診断技術（改善・実行を可能とする新技術開発） 

に取組むこととした． 
 三鷹第二船舶試験水槽（400m 水槽）では主として，A）力の計測から流場の計測（PIV 計測）に移行し，計算

技術とのデータ同化による高精度推定技術の開発，C）完全自律計測の実現（自動化・無人化）を，B）400m 水

槽の機能強化（スーパー400m 水槽）と共に進め，水槽で確立した技術の実船応用を行う．実験（水槽）－シミュ

レーション－実船モニタリングの連携を進めることにより，実海域性能の世界最高精度の推定が可能となる．図

2 に実海域・実船性能の計測・解析・評価技術のイメージを示す．なお，実船性能の把握では，科学的に現象を把

握することが重要なことから，世界最高精度の実船計測技術のため波・風・流れの状況を把握した海上水槽によ

る実船モニタリングを提案している． 
 中水槽は 400m 水槽を補完する水槽として設置され，400m 水槽に対し一回り小型の中型模型船（船長 4～5m）

の使用を想定して水槽要目が定められ，送風機の設置や，400m 水槽では実施できない水深を変えた試験を可能と

する等，基礎的試験研究の実施も考えて計画された 3)．今後は中型模型船を利用して，同一模型による推進性能・

波浪中性能・氷海性能（実海域性能）の総合評価に取組むための中核水槽として中水槽を位置づけ，A）力の計測

から流場の計測（PIV 計測）に移行し，計算技術とのデータ同化による高精度推定技術の開発を 400m 水槽と連

携して行う．これら総合評価水槽群として位置づける各水槽について流体設計系関係で主に取組みを進める内容

を以下に示す． 
・中水槽：高機能の特徴を活かすとともに C）水槽試験の高効率化（完全自律計測：自動化・無人化）を進める 
・実海域再現水槽：世界最高精度の造波能力を最大限に活用する 
・氷海再現水槽：高精度化・高度情報化を進め世界のベンチマーク水槽を目指す 
 図 3 に総合評価水槽群のイメージを示す．なお，氷海再現水槽は現在冷凍機停止中の氷海船舶試験水槽を機能

強化したものである． 
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1. まえがき 

 
三鷹第三船舶試験水槽（中水槽）は 2022 年に稼働から 50 年を迎え，2022 年 4 月 28 日に記念講演会を開催し

た．記念講演会では中水槽がこれまでの果たしてきた役割に加え，流体設計系がこれからの将来に向かって取組

みを進めている内容について説明を行った． 
中水槽建造時の 1970 年は東京オリンピックに続き大阪万博の開催に沸く高度経済成長期であり，造船業が我

が国有数の産業として順調な発展を遂げてきた時代であった．同時に高齢化社会（65 歳以上の人口が総人口に占

める割合：高齢者率が 7～14%）に突入し，その後の石油危機以降の世界的な景気後退を経て，1994 年には高齢

社会（高齢者率が 14～21%），2005 年には超高齢社会（高齢者率が 21%以上）となり，世界最速で高齢化が進行

した 1)．高齢化に伴い少子化も進み，50 年前の建造時と社会状況が変化する中，この機会に中水槽利用のレビュー

と今後のあり方について整理することは重要と捉え本特集を企画した．本特集ではまず，中水槽の中長期ビジョ

ンと将来像を記載し，中水槽曳引車の更新概要，中水槽の推進性能試験における不確かさ評価，中水槽における

自動計測システム，水槽オンライン立会システムについて，流体設計系の取組みを記載する． 
 

 

2. 中水槽の中長期ビジョン 

 
 ビジョンを共有して業務を行うことは組織の成長のみならず，個人の成長のためにも重要であることから，当

所で策定した長期ビジョン 2)を策定した．図 1 に 2030 年の世界へ向けた当所のビジョン（研究目標）を示す． 
 

 
図 1 2030年の世界へ向けた当所のビジョン（研究目標）2) 
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 ビジョンを共有して業務を行うことは組織の成長のみならず，個人の成長のためにも重要であることから，当

所で策定した長期ビジョン 2)を策定した．図 1 に 2030 年の世界へ向けた当所のビジョン（研究目標）を示す． 
 

 
図 1 2030年の世界へ向けた当所のビジョン（研究目標）2) 
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図 4 船舶性能統合データベース 

 
 

3. 中水槽の将来像 

 
 水槽の利用目的を大別すると 
（１）高性能船舶建造･･･抵抗・自航試験に特化させ運用 
（２）科学技術の発展･･･物理実験を実施・多機能が求められる 
である 7), 8)．（１）が求められる 400m 水槽に対し，中水槽は（２）の機能も求められる．また，この他，新たな

水槽試験法の開発も重要となる． 
 一方，まえがきでも触れたとおり，日本の将来課題の一つに少子高齢化があり，水槽試験業務でも自動化によ

る省力化を進める必要がある．自動化のためには，曳引車と造波機や消波板等の機器との連接，取得データの自

動解析，運転の安全判断（自動運転の中止判断）等，デジタル化技術を活用する必要がある．デジタル技術は上

手に活用することにより，人間操作よりも高い計測精度の確保（不確かさの最小化），それに基づく再試の判

断，データベース化によるデータの連接といった，従来とは異なる水槽運営と活用が可能となる． 
 中水槽は実海域再現水槽，氷海再現水槽との連携による総合評価が可能である外に海洋開発関係等の多様な

ニーズに対応した試験を効率的に実施できる特徴を有する． 
 ビジョン実現のため，デジタル技術の活用が重要であり，これにより利用者のデマンドに応えた試験，利用者

のアイデアを実現する試験へ活用が期待できる． 
 
 

4. おわりに 

 
 利用目的により水槽のありかたは異なる．この機会に考えていただきたい事項を記載して本稿を締めくくる． 
 模型船が実船と相似でないところはどこか． 
 模型試験から実船の馬力推定（実船と模型船の相関）は非常に工学的な方法であるが，今後もこのまま変わら

ずで良いのか． 
 技術のブレークスルー，イノベーションはどのように行われてきたのか． 
 最後に，これまで中水槽の維持運営に関わってこられた皆様にお礼を申し上げます． 

 

 

 また，水槽試験の高効率化を行うため運転・計測・解析の自動化が重要であるが，計測データの統合管理 4), 5)と

目的に沿ったシステム仕様の検討 6)も必要となる．流体設計系では目的を D）設計応用・運航診断（改善・実行

を可能とする新技術開発）に置き，実験（水槽），シミュレーション，実船モニタリングの個別システムを統合管

理する，B）船舶性能統合データベースを構築する．これに実船計測データベース，気象海象データベース，船舶

推進性能データベースを組合わせ，システム連携を行うものである．図 4 に船舶性能統合データベースのイメー

ジを示す． 
 なお，大型キャビテーション水槽は，静音化・高速化の機能強化を進めることをビジョンで示しているが，紹

介は別の機会とする． 
 

 
図 2 実海域・実船性能の計測・解析・評価技術 
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In 2022, the control system, operation system, and automatic measurement system of the main carriage of the Mitaka No. 3 
Ship Model Experiment Tank were updated. The renewal of the main carriage system has resulted in a number of advantages. 
First, a matrix converter system is used for the motor control of the main carriage, which suppresses harmonic noise and reduces 
the initial and maintenance costs. The speed deviation of the main carriage has also been reduced, which improves speed 
stability. In addition, the forced braking force has increased, which improves safety in an emergency. Lastly, maintainability 
and operability have been improved by making the control system, operation system, and automatic measurement system 
identical to those of 400m towing tank. 
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